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・退職者の活用

・校長のマネージメント能力

・主幹教諭

・教職大学院

・中途採用

・免許の高度化、専門化

・学部＋修士

・大学からの速やかな連結

２１，２２年度文部科学省委託 教員の資質能力追跡調査事業 岐阜大学

例



例

大学の学びと採用の関係

関係なし

• 選択した授業

• 取得単位数

• 少人数授業か大人数授業
か

• 大学入学時のセンター試験
の成績

• 高校の内申点

• 留学経験

関係あり

• 演習形式の授業の成績

• 教育実習の成績

• サークル活動の関与度

• アルバイトの関与度

• ボランティアの関与度

• 大学主催の採用試験対策
講座への関与度

• 教職選択時期



初任者３５６名、６年目２０８名、指導主事８２名

小 中 合計

国語 ５５ １９ ７４

社会 ４５ １０ ５５

数学 ７ ３４ ４１

理科 ９ １９ ２８

音楽 １７ ５ ２２

美術 １ ５ ６

体育 ７ １９ ２６

技・家 ９ ８ １７

英語 ４１ ２５ ６６

小免 ２１ ０ ２１

合計 ２１２ １４４ ３５６

小 中 合計

国語 ２３ １８ ４１

社会 ２４ １６ ４０

数学 ２１ ２４ ４５

理科 ６ １３ １９

音楽 ６ ６ １２

美術 ５ ２ ７

体育 ６ ３ ９

技・家 ４ １０ １４

英語 ０ ２１ ２１

小免 ０ ０ ０

合計 ９５ １１３ ２０８

合計

国語 １３

社会 ７

数学 １６

理科 １２

音楽 ６

美術 ４

体育 １１

技・家 ６

英語 ７

小免 ０

合計 ８２

＜初任者＞２０代 ＜６年目＞３０代 ＜指導主事＞４０代

（平成２３年度８月に行われた初任者研修・６年目研修で実施したアンケート結果より）
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一般大学出身のメリットを感じるか
教員養成出身のメリットを感じるか

初任者＋６年目
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６年間で、学級経営や授業力を身につける
指導主事の目から
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２０代は、学級経営の力をつける

（平成２３年度９月に各事務所指導主事、総務課、教職員課、学校支援課、特別支援課、スポーツ健康課、社会文化課、研修課に行われたアンケート結果より）

指導主事の立場から２０代へ
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３０代で、教科の専門性を極める
指導主事の立場から３０代へ

（平成２３年度９月に各事務所指導主事、総務課、教職員課、学校支援課、特別支援課、スポーツ健康課、社会文化課、研修課に行われたアンケート結果より）

３０代で得意分野が明確になる



校 長校 長

教 諭
一般校

教 頭

15年目
（40歳）

６年目
（31歳）

１年目
（25歳）

３年目
（28歳）

９年目
（34歳）

12年目
（37歳）

18年目
（43歳）

33年目
（58歳）

21年目
（46歳）

24年目
（49歳）

27年目
（52歳）

30年目
（55歳）

採 用

実習校
（長良小中、加納小中、附属小中、長良西東小、青山中、
東長良中、陽南中）

一般校・研修校に復帰 （教務主任等）

新構想大学院

兵庫・鳴門・上越
へき地中堅

実習校に復帰

市町村割愛 （主幹級）

市町村割愛
（市町村教育行政）

県教委
（指導主事・事務職員）

教育事務所
（指導主事）

県教委（教育主管）、教育事務所（課長）、市自治法派遣（課長）

義務教育総監、教育事務所長

スクールリーダー
（将来性の見極め）

教職大学院

岐阜大学

学
級
や
教
科
の
担
任

教
務
主
任
等
、
学
校
組
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の
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ー

県教委、教育事務所 （管理主事）

教 頭

教職大学院
学校改善

教職大学院
教科

５０代

４０代

３０代

２０代

管理職・マネージメント

進捗の評価

事務局への登用

シンクタンク的活用教
科
指
導

県教委・市教委

指
導
主
事

県教委の過剰な期待と関与で維持



教職大学院修了者に関する内容

• 成果を高く評価するも、個人的成果である。

• 研修課題を事前に市町村と打ち合わせした
研究ほど、成果の共有がなされる。

• 一般の教諭は教職大学院の研修制度をほと
んど理解していない。

• 研修者に多くの配慮をしているが、微妙なズ
レが研修者のストレスになる。

教職大学院へ行ってよかったか

（小中）



その後のキャリアとの関係

校長の評価（複数回答）



研修を受けてよかった点（本人）

研修前と現在の進歩

本人の評価 校長の評価



何が困難でしたか？
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ミドルリーダーとして活躍は？

小中 高特



周りから感じる期待度は？
（小中）

講演をしたか？（２期生）



同僚評価；仕事に生きているか
（小中）

同僚から見て、
どんな点で成果を感じるか



本人から同僚へのメッセージ

当該教諭を送り出して
どんな点で支障を感じたか



ストレートマスターへの対応

• 採用試験の一部免除

• 名簿登載期間の延長

• 初任者研修の一部免除

• 教授陣の心配と現職の感想

教職大学院からのヒント

• 現職は課題意識が明確であることが学びの
充実につながっている。

（ＯＪＴでは得られない学び）

• 学生は課題意識を持つことが難しい。

• 学生は全体と部分の関係をよみとれない。

• 今学んでいることが、教職のどこに役立つか
伝えてほしい。

• 教育実習で得た疑問点や課題を、卒論にして
ほしい。


	121109大学の学びと採用の関係
	121109指導主事が考える大学の出たばかりの教員に一番身に付けてほしい力
	12110920代は、学級経営の力をつける
	121109教職大学院修了者に関する内容
	121109ストレートマスターへの対応



